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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　非磁性体として構成された遊技球である正規遊技球を用いて遊技を行う弾球遊技機であ
って、
　遊技者の操作に応じて遊技球を遊技領域に発射する発射装置と、
　遊技球を前記発射装置に誘導する誘導手段と、
　前記誘導手段に誘導される遊技球の中から、磁性体として構成された不正遊技球を検出
する検出手段と、
　前記検出手段により検出された前記不正遊技球を、前記発射装置に誘導される遊技球の
中から取り除く除去手段と、
　を備え、
　前記誘導手段は、床部を流下する遊技球を前記発射装置に誘導すると共に、該遊技球に
混入された前記不正遊技球を磁力により天井部に付着させる除去区間を有する誘導経路と
して構成され、
　前記除去区間は、
　床部を流下する前記正規遊技球との衝突により前記天井部に付着した前記不正遊技球を
流下させることができるよう、前記床部と前記天井部との間隔が調整されており、前記正
規遊技球と共に流下する前記不正遊技球を前記天井部に付着させることで前記検出手段を
なす上流側区間と、
　該上流側区間の下流側に位置し、前記天井部に付着した前記不正遊技球が前記床部を流
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下する前記正規遊技球に接触しないよう、前記床部と前記天井部との間隔が調整されてお
り、前記正規遊技球の流下を遮ることなく前記天井部に前記不正遊技球を付着させておく
ことで、前記除去手段をなす下流側区間とを有すること、
　を特徴とする弾球遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、弾球遊技機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の弾球遊技機では、鉄等の磁性体の材料で構成された遊技球が遊技に用いられてい
たため、遊技盤を覆うガラス板に磁石等を近づけて遊技球の挙動を操り、遊技球を不正に
入賞させるゴト行為が後を絶たなかった。
【０００３】
　これに対し、特許文献１では、セラミック等の非磁性体の材料で構成された遊技球を遊
技に用いることで、磁石等を用いたゴト行為を不可能とすることが提案されている。しか
しながら、仮にこのような非磁性体の遊技球のみを遊技に用いるようにしたとしても、磁
性体の遊技球（不正遊技球）を混入させて遊技が行われるおそれもあり、このような場合
には、同様のゴト行為を行うことが可能となる。
【０００４】
　そこで、特許文献２では、非磁性体の遊技球を循環的に用いる封入式の弾球遊技機にお
いて、遊技球を発射装置に誘導する誘導経路上に磁気センサにより不正遊技球を検出する
検出装置を設け、不正遊技球が検出された場合には警告を発し、遊技を中断させることが
提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００９－６１０６号公報
【特許文献２】特開２００８－２８４２１７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特許文献２に記載の弾球遊技機は、不正遊技球の検出により中断された
遊技を再開するためには、パチンコ店の従業員が不正遊技球を取り除く必要があり、弾球
遊技機の稼働率が低下すると共に、従業員の作業負担が大きくなるという問題があった。
【０００７】
　本願発明は上記課題を解決するためになされたものであり、稼働率の低下や、パチンコ
店の従業員の作業負担の増加を防ぎつつ、磁石等を用いたゴト行為を防止することが可能
な弾球遊技機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題に鑑みてなされた請求項１に係る発明は、非磁性体として構成された遊技球で
ある正規遊技球を用いて遊技を行う弾球遊技機に関するものである。この弾球遊技機は、
遊技者の操作に応じて遊技球を遊技領域に発射する発射装置と、遊技球を発射装置に誘導
する誘導手段と、誘導手段に誘導される遊技球の中から、磁性体として構成された不正遊
技球を検出する検出手段と、検出手段により検出された不正遊技球を、発射装置に誘導さ
れる遊技球の中から取り除く除去手段と、を備える。
【０００９】
　そして、誘導手段は、床部を流下する遊技球を発射装置に誘導すると共に、該遊技球に
混入された不正遊技球を磁力により天井部に付着させる除去区間を有する誘導経路として
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構成されている。
【００１０】
　このような構成によれば、磁性体として構成された不正遊技球が正規遊技球に混入され
た場合であっても、該不正遊技球は発射装置に誘導される前に取り除かれる。このため、
不正遊技球を正規遊技球に混入させ、混入させた不正遊技球の挙動を磁石等により操るこ
とで不正な入賞を得るゴト行為を行うことができなくなる。
【００１１】
　また、請求項１に記載の弾球遊技機は、除去区間は、床部を流下する正規遊技球との衝
突により天井部に付着した不正遊技球を流下させることができるよう、床部と天井部との
間隔が調整されており、正規遊技球と共に流下する不正遊技球を天井部に付着させること
で検出手段をなす上流側区間と、該上流側区間の下流側に位置し、天井部に付着した不正
遊技球が床部を流下する正規遊技球に接触しないよう、床部と天井部との間隔が調整され
ており、正規遊技球の流下を遮ることなく天井部に不正遊技球を付着させておくことで、
除去手段をなす下流側区間とを有している。
【００１２】
　このような構成によれば、不正遊技球が検出された場合であっても、正規遊技球を発射
装置に誘導して遊技領域に向けて発射することができ、パチンコ店の従業員等が不正遊技
球を取り除く等の作業を行わなくても、遊技者は遊技を継続することができる。また、該
作業により遊技が中断することが無いため、弾球遊技機の稼働率の低下を防ぐことができ
る。また、仮に不正遊技球が混入されたとしても、閉店後等の時間の余裕がある時に不正
遊技球を取り除く作業を行うことができ、パチンコ店の従業員は、慌てること無く、確実
に不正遊技球を取り除くことができる。
【００１３】
　したがって、稼働率の低下や、パチンコ店の従業員の作業負担の増加を防ぎつつ、磁石
等を用いたゴト行為を防止することが可能となる。
　また、仮に不正遊技球を検出した際に警告を発したり遊技を中断させる場合には、遊技
者がゴト行為を意図していないにも関らず、他人が混入させた不正遊技球により警告等が
なされるおそれがある。このため、一般の遊技者に不快な思いをさせる可能性があり、遊
技者とパチンコ店との間でトラブルが生じるおそれがある。
【００１４】
　これに対し、請求項１に記載の弾球遊技機によれば、警告等を行うこと無く上記ゴト行
為を防ぐことができ、一般の遊技者に迷惑をかけることが無い。また、上記ゴト行為を意
図して不正遊技球が混入されたとしても、秘密裏に事態を収拾することができ、パチンコ
店のイメージダウンを防ぐことができる。
【００１５】
　また、請求項１に記載の弾球遊技機によれば、除去区間に到達した正規遊技球は、床部
を流下して発射装置に誘導される。一方、除去区間に到達した不正遊技球は、天井部に付
着した状態で上流側区間を流下すると共に、床部を流下する正規遊技球により押し出され
るように下流側区間に到達し、下流側区間の天井部に付着した状態で保持される。
【００１６】
　このため、除去区間では、正規遊技球の発射装置への誘導を遮ること無く不正遊技球を
取り除き、遊技に用いられない状態で保持することができ、遊技を継続しながら不正遊技
球を取り除くことができる。
【００１７】
　したがって、稼働率の低下や、パチンコ店の従業員の作業負担の増加を防ぎつつ、磁石
等を用いたゴト行為を防止することが可能となる。
　しかしながら、除去区間における下流側区間の天井部に不正遊技球を付着させた状態で
保持するのみでは、振動等により天井部から不正遊技球が落下し、再び正規遊技球に混入
されてしまうおそれがある。また、下流側区間上に多くの不正遊技球を保持するスペース
を確保するのは困難であり、多くの不正遊技球が混入された場合には、全ての不正遊技球



(4) JP 6298966 B2 2018.3.28

10

20

30

40

50

を正規遊技球から隔離しておくことができず、上記ゴト行為を完全に防止することができ
なくなるおそれがある。
【００１８】
　そこで、弾球遊技機は、不正遊技球が遊技に用いられないように収容する収容部と、磁
力により外側面に不正遊技球を付着させることができる無端ベルトを有すると共に、該外
側面が下流側区間の天井部の少なくとも一部をなし、下流側区間に到達した不正遊技球を
外側面に付着させ、収容部に向けて搬送する搬送手段と、無端ベルトの外側面に付着した
不正遊技球を剥離させ、収容部に移動させる剥離手段と、をさらに備えるようにしても良
い。
【００１９】
　このような構成によれば、天井部に付着した不正遊技球は収容部に収容されるため、取
り除かれた不正遊技球をより確実に正規遊技球から隔離しておくことができる。また、不
正遊技球の収容するための収容部が設けられているため、下流側区間の天井部に不正遊技
球を付着させておく場合と比べ、より多くの不正遊技球を隔離しておくことができる。こ
のため、多くの不正遊技球が混入された場合であっても、確実に上記ゴト行為を防止する
ことができる。
【００２０】
　また、弾球遊技機には、発射装置に遊技球を一つずつ供給する球送り装置が設けられて
おり、発射装置から発射される遊技球（遊技に用いられる遊技球）は、必ずこの球送り装
置を通過する。
【００２１】
　そこで、弾球遊技機は、不正遊技球が遊技に用いられないように収容する収容部と、誘
導手段により誘導される遊技球を一つずつ発射装置に供給する球送り装置と、を備える。
そして、球送り装置は、発射装置に供給する遊技球が不正遊技球であるか否かを判定する
ことで、検出手段をなすと共に、不正遊技球であると判定された遊技球を収容部に収容す
ることで、除去手段をなす。
【００２２】
　このような構成によれば、発射直前の遊技球に対し不正遊技球か否かの判定を行うこと
ができるため、どのような場所から不正遊技球を混入させたとしても、確実に不正遊技球
を検出することができる。そして、検出された不正遊技球は収容部に収容されて隔離され
た状態となり、遊技に用いられることは無い。また、ゴト師（ゴト行為を行う者）から、
ゴト行為の道具の一つである不正遊技球を取り上げることができるため、他の弾球遊技機
で同様のゴト行為が行われることを抑止することができる。
【００２３】
　したがって、稼働率の低下や、パチンコ店の従業員の作業負担の増加を防ぎつつ、磁石
等を用いたゴト行為をより確実に防止することが可能となる。
　また、次のような構成により、混入された不正遊技球を取り除いても良い。
【００２４】
　すなわち、誘導手段は、床部の両側に、下側壁部と、遊技球に混入された不正遊技球を
磁力により付着させる上側壁部とが形成され、床部における上側壁部から下側壁部への下
り傾斜により、正規遊技球を下側壁部に当接しながら流下させることで、発射装置に誘導
するよう構成された除去区間を有する誘導経路として構成されていても良い。
【００２５】
　そして、除去区間は、下側壁部に当接しながら流下する正規遊技球との衝突により上側
壁部に付着した不正遊技球を流下させることができるよう、上側壁部と下側壁部との間隔
が調整されており、正規遊技球と共に流下する不正遊技球を上側壁部に付着させることで
前記検出手段をなす上流側区間と、該上流側区間の下流側に位置し、下側壁部に当接しな
がら流下する正規遊技球と上側壁部に付着した不正遊技球とが接触しないよう、上側壁部
と下側壁部との間隔が調整されており、正規遊技球の流下を遮ることなく上側壁部に不正
遊技球を付着させておくことで、除去手段をなす下流側区間とを有していてもよい。
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【００２６】
　このような構成によれば、除去区間に到達した正規遊技球は、下側壁部に沿って当該除
去区間を流下し、発射装置に誘導される。一方、除去区間に到達した不正遊技球は、上側
壁部に付着した状態で上流側区間を流下すると共に、下側壁部に沿って流下する正規遊技
球により押し出されるように下流側区間に到達し、下流側区間の上側壁部に付着した状態
で保持される。
【００２７】
　このため、除去区間では、正規遊技球の発射装置への誘導を遮ること無く不正遊技球を
取り除き、遊技に用いられない状態で保持することができ、遊技を継続しながら不正遊技
球を取り除くことができる。
【００２８】
　したがって、稼働率の低下や、パチンコ店の従業員の作業負担の増加を防ぎつつ、磁石
等を用いたゴト行為を防止することが可能となる。
　しかしながら、除去区間における下流側区間の上側壁部に不正遊技球を付着させた状態
で保持するのみでは、振動等により上側壁部に付着した不正遊技球が下側壁部に流下し、
再び正規遊技球に混入されてしまうおそれがある。また、下流側区間上に多くの不正遊技
球を保持するスペースを確保するのは困難であり、多くの不正遊技球が混入された場合に
は、全ての不正遊技球を正規遊技球から隔離しておくことができず、上記ゴト行為を完全
に防止することができなくなるおそれがある。
【００２９】
　そこで、弾球遊技機は、不正遊技球が遊技に用いられないように収容する収容部と、磁
力により外側面に不正遊技球を付着させることができる無端ベルトを有すると共に、該外
側面が下流側区間の上側壁部の少なくとも一部をなし、下流側区間に到達した不正遊技球
を外側面に付着させ、収容部に向けて搬送する搬送手段と、無端ベルトの外側面に付着し
た不正遊技球を剥離させ、収容部に移動させる剥離手段と、をさらに備える。
【００３０】
　このような構成によれば、上側壁部に付着した不正遊技球は収容部に収容されるため、
取り除かれた不正遊技球をより確実に正規遊技球から隔離しておくことができる。また、
不正遊技球の収容するための収容部が設けられているため、下流側区間の上側壁部に不正
遊技球を付着させておく場合と比べ、より多くの不正遊技球を隔離しておくことができる
。このため、多くの不正遊技球が混入された場合であっても、確実に上記ゴト行為を防止
することができる。
【００３１】
　ところで、内部に封入された遊技球を循環的に使用する封入式の弾球遊技機が知られて
いるが、現状では、遊技者により上皿から供給された遊技球を用いて遊技が行われ、賞球
として得られた遊技球が排出される非封入式の弾球遊技機が主流となっており、このよう
な非封入式の弾球遊技機では、通常、磁性体の遊技球を用いて遊技が行われる。
【００３２】
　このような非封入式の弾球遊技機では、遊技球がフロアに落下してしまう場合が多々あ
り、パチンコ店の従業員により、先端に磁石が設けられた棒状の回収装置を用いてフロア
に落下した遊技球の回収作業が行われている。このため、仮に非封入式の弾球遊技機にて
非磁性体の正規遊技球のみを用いるとした場合、従来のように回収装置を用いてフロアに
落下した遊技球の回収作業を行うことができなくなる。
【００３３】
　そこで、弾球遊技機は、予め定められた数の正規遊技球を循環的に使用して遊技を行う
封入式の弾球遊技機として構成されており、誘導手段は、発射装置により遊技領域に発射
された遊技球を回収すると共に、回収した遊技球を発射装置に誘導するようにしても良い
。
【００３４】
　このような封入式の弾球遊技機によれば、通常は遊技者が遊技球に触れることは無いた
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め、遊技球がフロアに落下することは殆ど無く、ごく稀な場合にしか上記回収作業が行わ
れることが無いと考えられる。このため、非磁性体の正規遊技球を用いることの弊害を防
ぐと共に、稼働率の低下や、パチンコ店の従業員の作業負担の増加を防ぎつつ、磁石等を
用いたゴト行為を防止することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】第一実施形態におけるパチンコ機の正面図である。
【図２】第一実施形態におけるパチンコ機の誘導経路，球送り装置，発射制御装置等を模
式的に示した正面図である。
【図３】第一実施形態におけるパチンコ機の電気的構成を示すブロック図である。
【図４】第一実施形態におけるパチンコ機の球送り装置の説明図である。
【図５】第一実施形態の球送り装置の変形例についての説明図である。
【図６】第二実施形態におけるパチンコ機の電気的構成を示すブロック図である。
【図７】第二実施形態におけるパチンコ機の誘導経路に設けられた除去区間の説明図であ
る。
【図８】第三実施形態におけるパチンコ機の誘導経路に設けられた除去区間の説明図であ
る。
【図９】第三実施形態における除去区間の変形例についての説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００３６】
　以下、本発明の実施形態について図面を用いて説明する。なお、本発明の実施の形態は
、下記の実施形態に何ら限定されることはなく、本発明の技術的範囲に属する限り種々の
形態を採りうる。
【００３７】
　［第一実施形態］
　［構成の説明］
　（１）全体構成について
　まず、弾球遊技機の一種である第一実施形態のパチンコ機１の全体の構成について、図
１を用いて説明する。このパチンコ機１は、内部に封入された所定数の遊技球を循環的に
用いて遊技を行う封入式のパチンコ機として構成されている。
【００３８】
　図１に示すように、パチンコ機１は、縦長の固定外郭保持枠をなす外枠２にて各部を保
持する構造である。
　外枠２の左側上下には、ヒンジ５が設けられていると共に、該ヒンジ５には内枠３が取
り付けられており、内枠３は外枠２に対して開閉可能な構成になっている。
【００３９】
　前枠４には、板ガラス６が取り外し自在に設けられており、内枠３における板ガラス６
に覆われる位置には、遊技盤が取り付けられている。
　前枠４の上側左右には、スピーカ１１が設けられており、パチンコ機１から発生する遊
技音が出力され、遊技の趣向性を向上させる。また、遊技の趣向性を向上させるために、
前枠４には、遊技状態に応じて発光する複数の枠側装飾ランプが設けられている。
【００４０】
　前枠４の下方右側には発射ハンドル１４が取り付けられており、該発射ハンドル１４を
時計回りに回動操作することによって発射装置（図示省略）が可動して、遊技球が遊技盤
に向けて発射される。
【００４１】
　前枠４の下方中央には、プッシュボタンやジョグダイヤル等から構成され、遊技者が操
作可能な遊技ボタン１２が備えられており、遊技者が所定期間中に、該遊技ボタン１２を
操作することで、後述する演出図柄表示装置に表示される内容が変化したり、スピーカ１
１より出力される遊技音が変化する。
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【００４２】
　また、このパチンコ機１には、遊技カードが挿入されるＩＣカード処理装置１００が付
属しており、パチンコ機１には、遊技カードの残金と引き換えに球貸しを依頼する引落ボ
タン１３ａと、遊技カードを取り出すための返却ボタン１３ｂが備わっている。
【００４３】
　そして、ＩＣカード処理装置１００の利用可ランプ１２０が点灯していることを確認し
たうえで遊技カードをカード挿入・排出口１１０に挿入すれば、カード挿入ランプ１２１
が点灯し、挿入された遊技カードに記録されている情報が読出される。読み出された記録
情報は、ホールに設置されたカード管理コンピュータに送信され、記録情報の照合結果が
カード管理コンピュータから返信される。ＩＣカード処理装置１００は、照合内容が一致
すれば、遊技カードの残金等をパチンコ機１に送信し、さらにパチンコ機１により表示部
１３ｃに表示される。
【００４４】
　また、ＩＣカード処理装置１００では、１回の球貸操作で引き落とされる残金の大きさ
を設定でき、設定内容が引落額表示ランプ１２２に点灯表示される。設定内容を変更した
い場合には引落額切替スイッチ１２３を押圧すればよい。引落額切替スイッチ１２３を押
圧する毎に引落額表示ランプ１２２が、「１００」，「２００」，「３００」，「５００
」，「１００」，…の順序で点灯し、設定内容が変更される。
【００４５】
　遊技者がパチンコ機１に設けられている引落ボタン１３ａを操作すると、予め入力設定
されている貸出単位額分の金額が残金から減額されるとともに、遊技者に貸された持玉の
数等がパチンコ機１に出力される。そして、これを受信したパチンコ機１は、持玉数を更
新し、表示部１３ｃに表示する。
【００４６】
　持玉の存在する状態で遊技者が発射ハンドル１４を操作して遊技を開始すれば、パチン
コ機１では、遊技球が一発ずつ遊技領域に発射されるとともに持玉数が減算され、入賞が
発生した際には、入賞数に応じて持玉が加算される。そして、遊技の最中には、最新の持
玉数が表示部１３ｃにて表示された状態となる。
【００４７】
　次に、パチンコ機１での遊技の概要について簡単に説明する。パチンコ機１は、第１始
動口と、遊技球の普通図柄作動ゲートの通過に起因して行われる普通図柄抽選での当選に
より一定期間にわたり開放され、入賞が可能となる第２始動口が設けられており、第１，
第２始動口への入賞に起因して抽出された乱数による大当り抽選が行われる。そして、大
当り抽選の際には、演出図柄表示装置の画面上で、演出図柄を変動表示させた後にこれら
を停止表示し、大当り抽選の結果を報知する図柄演出が行われる。
【００４８】
　また、パチンコ機１では、第１，第２始動口への入賞により抽出された乱数が、最大４
個まで保留記憶として記憶され、各保留記憶に対応する保留図柄が表示されると共に、大
当り抽選で当たると、所定ラウンド数の大当り遊技が行われる。
【００４９】
　そして、大当り遊技の終了後は、一定期間（例えば、所定数の大当り抽選が行われるま
での期間）にわたり、パチンコ機１の遊技状態が、大当り抽選で当る確率が上昇する確変
モードとなり、また、これと同時に、普通図柄抽選での当選確率が上昇すると共に、普通
図柄抽選での当選時の第２始動口の開放時間が延長され、さらに普通図柄の変動時間が短
縮される時短モードとなる。
【００５０】
　なお、上述したパチンコ機１の遊技の概要は一例であり、第一実施形態のパチンコ機１
は、いわゆるハネモノと呼ばれるパチンコ機や、権利モノと呼ばれるパチンコ機における
遊技を行うよう構成されていても良い。また、停止表示された演出図柄の種類に応じて、
確変モードや時短モードに移行する構成となっていても良い。
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【００５１】
　また、図２に記載されているように、封入式として構成されたパチンコ機１の内部には
、遊技盤７に設けられた入賞口やアウト口に入球した遊技球８を回収する誘導経路４０が
設けられている。この誘導経路４０は傾斜を有しており、回収した遊技球８を流下させる
ことで、球送り装置３０に誘導する。
【００５２】
　そして、球送り装置３０に誘導された遊技球８は、該球送り装置３０により一つずつ発
射位置５１ｂにセットされると共に、発射制御装置５１は、遊技者による発射ハンドル１
４の操作に応じて発射槌５１ａを枢動する発射用ソレノイド（詳細は後述する）を作動さ
せる。これにより、発射位置５１ｂにセットされた遊技球８が発射槌５１ａにより打球さ
れ、発射レール５１ｃから遊技盤７等により構成される遊技領域に発射される。
【００５３】
　なお、パチンコ機１の内部に封入された遊技球８は、セラミックや一部の種類のステン
レス（例えば、オーステナイト系ステンレス）等の材料からなる非磁性体の遊技球として
構成されており、これにより、板ガラス６に磁石等を近づけて遊技球の挙動を操り、不正
に遊技球を入賞させるゴト行為を防止することができる。
【００５４】
　（２）電気的構成について
　次に、パチンコ機１の電気的構成について、図３に記載のブロック図を用いて説明する
。図３のブロック図に示すとおり、このパチンコ機１は、主制御装置５０を中心にして構
成されている。なお、このブロック図には、単に信号を中継するいわゆる中継基板や電源
基板等は記載されていない。また、詳細の図示は省略するが、主制御装置５０、発射制御
装置５１、演出図柄制御装置５４ａ、サブ統合装置５２のいずれもＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡ
Ｍ、入力ポート、出力ポート等を備えているが、電源基板にはＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭは
設けられていない。しかし、これに限るわけではなく、発射制御装置５１にＣＰＵ、ＲＯ
Ｍ、ＲＡＭ等を設けない構成としても良い。
【００５５】
　主制御装置５０には、第１始動口に入球した遊技球を検出する第１特図始動ＳＷ２０ａ
、第２始動口に入球した遊技球を検出する第２特図始動ＳＷ２０ｂ、普通図柄作動ゲート
に進入した遊技球を検出する普通図柄作動ＳＷ２１、大当り遊技の際に開放される大入賞
口に入球した遊技球を計数するためのカウントＳＷ２２、一般入賞口に入球した遊技球を
検出する一般入賞口ＳＷ２３等から検出信号が入力される。
【００５６】
　主制御装置５０は、搭載しているプログラムに従って動作し、上述の検出信号などに基
づいて遊技の進行に関わる各種のコマンドを生成してサブ統合装置５２に出力する。
　また、主制御装置５０は、図柄表示装置中継端子板６２を介して接続されている第１特
図表示装置２６ａ、第２特図表示装置２６ｂ及び普通図柄表示装置２８ａの表示や、第１
特図保留数表示装置２７ａ、第２特図保留数表示装置２７ｂ及び普図保留数表示装置２８
ｂの点灯を制御する。
【００５７】
　更に、主制御装置５０は、大入賞口ソレノイド２４を制御することで大入賞口の開閉を
制御し、普通電役ソレノイド２５を制御することで第２始動口の開閉を制御する。
　主制御装置５０からは、図柄変動や大当り等の遊技情報が外部接続端子板６１に出力さ
れて、パチンコ店に設置された各パチンコ機の遊技情報を管理する台管理装置２００に送
られる。
【００５８】
　また、主制御装置５０は、ＩＣカード中継基板６０を介してＩＣカード処理装置１００
と通信可能に構成されている。また、引落ボタン１３ａや返却ボタン１３ｂの操作を検知
すると共に、表示部１３ｃを制御する。
【００５９】
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　また、主制御装置５０は、持球が存在する場合に限り、発射制御装置５１による遊技球
の発射を許可する。
　発射制御装置５１は、発射槌５１ａを枢動させるロータリーソレノイドである発射用ソ
レノイド５１ｄと、遊技球８を発射位置５１ｂにセットする球送り装置３０とを制御し、
遊技球を遊技領域に発射させる。また、主制御装置５０に対し、発射した遊技球をカウン
トするための信号を出力する。
【００６０】
　なお、発射制御装置５１には発射ハンドル１４からの回動量信号、タッチＳＷ１４ｂか
らのタッチ信号、発射停止ＳＷ１４ａからの発射停止信号が入力される。
　回動量信号は、遊技者が発射ハンドル１４を操作することで出力され、タッチ信号は遊
技者が発射ハンドル１４を触ることで出力され、発射停止スイッチ信号は、遊技者が発射
停止ＳＷ１４ａを押すことで出力される。なお、タッチ信号が発射制御装置５１に入力さ
れていなければ、遊技球は発射できないほか、発射停止信号が入力されているときには、
遊技者が発射ハンドル１４を操作しても遊技球が発射出来ないようになっている。
【００６１】
　サブ統合装置５２は所謂サブ制御装置に該当し、主制御装置５０から送信されてくるデ
ータ及びコマンドを受信し、それらを演出表示制御用、音制御用及びランプ制御用のデー
タに振り分けて、演出表示制御用のコマンド等は演出図柄制御装置５４ａに送信し、音制
御用及びランプ制御用は自身に含まれている各制御部位（音声制御装置及びランプ制御装
置としての機能部）に分配する。そして、音声制御装置としての機能部は、音声制御用の
データに基づいて音ＬＳＩを作動させることによってスピーカ１１からの音声出力を制御
し、ランプ制御装置としての機能部はランプ制御用のデータに基づいてランプドライバを
作動させることによって各種ＬＥＤ、ランプ１５を制御する。
【００６２】
　また、サブ統合装置５２には、遊技ボタン１２が接続されており、遊技者が遊技ボタン
１２を操作した際には、遊技ボタン１２からの信号がサブ統合装置５２に入力される。
　サブ統合装置５２と演出図柄制御装置５４ａとは双方向通信が可能である。
【００６３】
　演出図柄制御装置５４ａは、サブ統合装置５２から受信したデータ及びコマンド（共に
主制御装置５０から送信されてきたものとサブ統合装置５２が生成したものとがある）に
基づいて演出図柄表示装置５４ｂを制御して、演出図柄等の演出画像を表示させる。
【００６４】
　なお、サブ統合装置５２から主制御装置５０へのデータ送信は行われない。
　（３）球送り装置について
　次に、第一実施形態のパチンコ機１の球送り装置３０の構成について説明する。
【００６５】
　既に述べたように、このパチンコ機１は、非磁性体の遊技球が封入された封入式のパチ
ンコ機として構成されているため、磁石等を用いたゴト行為を防止することができる。
　しかしながら、非磁性体の遊技球（正規遊技球）の中に鉄等で構成された磁性体の遊技
球（不正遊技球）が混入され、この不正遊技球を用いて上記ゴト行為が行われる可能性が
ある。このため、第一実施形態のパチンコ機１は、正規遊技球に混入された不正遊技球を
除去すると共に、遊技に用いられる遊技球とは別の場所に収容しておく除去機能を有して
いる。
【００６６】
　第一実施形態のパチンコ機１では、この除去機能は、主に球送り装置３０により実現さ
れる。以下では、図４に記載の球送り装置３０の構成について詳しく説明する。なお、図
４（ａ）は、球送り装置３０をパチンコ機１の正面側から見た様子を模式的に示すと共に
、図４（ｄ）～（ｆ）は、球送り装置３０を側方（発射ハンドル１４が配置された側）か
ら見た様子を模式的に示している。
【００６７】
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　図２に記載の正面図が示すように、球送り装置３０は、発射制御装置５１や発射槌５１
ａ等に隣接して設けられていると共に、パチンコ機１の正面側から見て発射槌５１ａや発
射位置５１ｂ等の手前側に配置されている。
【００６８】
　そして、球送り装置３０は、傾斜を有し、誘導経路４０から流下した遊技球８を誘導す
る経路３１と、経路３１の終端に配され、回転変位可能に軸支された送出部材３３と、送
出部材３３を回転変位させる送球用ソレノイド３２と、不正遊技球８ａを正規遊技球８ｂ
から隔離し、遊技に用いられない状態で収容する収容部３４を備える（図４（ａ），（ｄ
））。
【００６９】
　図４（ｂ），（ｃ）に記載されているように、この送出部材３３は、上面に遊技球８を
収容可能な半球形状の凹部３３ｂが形成されており、送出部材３３が保持姿勢（上面が水
平となる状態）である場合に、経路３１を流下した遊技球８が終端に到達すると、該凹部
３３ｂに収容され、送出部材３３に保持される構成となっている。
【００７０】
　さらに、送出部材３３の凹部３３ｂには、凹部３３ｂの開口部の周縁に沿って磁気セン
サ３３ａが設けられており、不正遊技球８ａが凹部３３ｂに収容された場合には、磁気セ
ンサ３３ａから発射制御装置５１に対し、不正遊技球が検出されたことを示す検出信号が
出力される。
【００７１】
　そして、発射制御装置５１は、検出信号が入力されていない場合には、保持姿勢である
送出部材３３が発射位置５１ｂ側に傾いた状態（送出姿勢）となるように送球用ソレノイ
ド３２を作動させることで、送出部材３３に保持された正規遊技球８ｂを送出口３１ａか
ら送出し、発射位置５１ｂにセットする（図４（ｅ））。
【００７２】
　その後、予め定められた期間が経過すると、発射制御装置５１は、送出部材３３が保持
姿勢に戻るように送球用ソレノイド３２を作動させる。このとき、パチンコ機１が正常に
稼動している場合であれば、球送り装置３０の経路３１や誘導経路４０の終端付近には、
常に遊技球が溜まった状態となっているため、新たな遊技球８が流下し、送出部材３３に
保持される。
【００７３】
　一方、検出信号が入力された場合には、発射制御装置５１は、保持姿勢である送出部材
３３が発射位置５１ｂの反対側に傾いた状態（除去姿勢）となるように送球用ソレノイド
３２を作動させることで、送出部材３３に保持されている不正遊技球８ａを、経路３１の
終端を切り欠くことで形成された収容口３１ｂから送出し、収容部３４に収容する（図４
（ｆ））。そして、上記期間が経過すると、発射制御装置５１は、同様にして送出部材３
３を保持姿勢に戻し、その後、新たな遊技球８が送出部材３３に保持される。
【００７４】
　なお、発射制御装置５１は、このような送球用ソレノイド３２の制御を発射用ソレノイ
ド５１ｄの制御と連動して行う。
　すなわち、発射制御装置５１は、遊技球の発射が可能な状態（持球が存在すると共に、
タッチＳＷ１４ｂからタッチ信号が入力され、且つ、発射停止ＳＷ１４ａから発射停止信
号が入力されていない状態）である場合に、発射ハンドル１４からの回動量信号に応じて
、発射用ソレノイド５１ｄと送球用ソレノイド３２を交互に作動させる。
【００７５】
　このため、発射位置５１ｂにセットされた正規遊技球８ｂが発射槌５１ａにより打球さ
れる度に、送出部材３３に保持されている正規遊技球８ｂが発射位置５１ｂにセットされ
ると共に、セット後には次の遊技球８が送出部材３３に保持され、正規遊技球８ｂが遊技
領域に連続的に発射される。
【００７６】
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　また、不正遊技球８ａが検出された後であっても、発射制御装置５１は、遊技球の発射
が可能な状態である場合には、回動量信号に応じて発射用ソレノイド５１ｄと送球用ソレ
ノイド３２の制御を継続して行う。このため、不正遊技球８ａが混入された場合であって
も、不正遊技球８ａを取り除きつつ正規遊技球８ｂのみが連続的に発射され、遊技が継続
される。
【００７７】
　なお、第一実施形態では、送出部材３３に磁気センサ３３ａを設ける構成としたが、こ
れに限定されること無く、経路３１上に磁気センサを設ける構成としても良い。このよう
な場合であっても、発射制御装置５１は、磁気センサと送出部材３３との位置関係により
、磁気センサの配置位置に到達した遊技球が、その時点で送出部材３３に保持されている
遊技球が発射位置５１ｂにセットされた後（或いは、収容部３４に収容された後）、何番
目に送出部材３３に保持されるかを把握することができる。
【００７８】
　このため、この磁気センサにより検出された不正遊技球８ａが送出部材３３に保持され
るタイミングを把握することができ、該不正遊技球８ａが保持された際に送出部材３３を
除去姿勢とし、収容部３４に収容することができる。
【００７９】
　［変形例］
　なお、第一実施形態では、球送り装置３０は、送出部材３３を回転変位させることによ
り正規遊技球８ｂのセット等を行うよう構成されているが、次のように構成により正規遊
技球８ｂのセット等を行っても良い。
【００８０】
　図５（ａ）は、変形例の球送り装置３０をパチンコ機１の正面側から見た様子を模式的
に示すと共に、図５（ｂ）は、該球送り装置３０を側方（発射ハンドル１４が配置された
側）から見た様子を模式的に示している。
【００８１】
　図５（ａ），（ｂ）に記載されているように、球送り装置３０は、第一実施形態と同様
の収容部３４，経路３１と、経路３１の終端に配され、先端部分で遊技球を保持すると共
に、上下方向に揺動可能に軸支されたアーム状の送出部材３５と、送出部材３５を上下方
向に揺動させる送球用ソレノイド３２とを備える。
【００８２】
　この送出部材３５は、Ｕ字状に湾曲された板状部材である保持部３５ｂが先端に設けら
れており、送出部材３５が水平となる状態（保持姿勢）である場合に、経路３１を流下し
た遊技球８が終端に到達すると、該保持部３５ｂに収容され、送出部材３５に保持される
構成となっている。
【００８３】
　さらに、送出部材３５の保持部３５ｂには、底部に磁気センサ３５ａが設けられており
、不正遊技球８ａが保持部３５ｂに収容された場合には、磁気センサ３５ａから発射制御
装置５１に対し、不正遊技球８ａが検出されたことを示す検出信号が出力される。
【００８４】
　そして、発射制御装置５１は、検出信号が入力されていない場合には、保持姿勢である
送出部材３５を上側に揺動し、保持部３５ｂが発射位置５１ｂへの遊技球の送出口３１ａ
に位置する状態（送出姿勢）となるように送球用ソレノイド３２を作動させる。これによ
り、送出部材３３に保持された正規遊技球８ｂは送出口３１ａから送出され、発射位置５
１ｂにセットされる。
【００８５】
　一方、検出信号が入力された場合には、発射制御装置５１は、保持姿勢である送出部材
３５を下側に揺動し、保持部３５ｂが収容部３４への遊技球の収容口３１ｂに位置する状
態（除去姿勢）となるように送球用ソレノイド３２を作動させる。これにより、送出部材
３３に保持された不正遊技球８ａは収容口３１ｂから送出され、収容部３４に収容される
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。
【００８６】
　そして、送出部材３５を送出姿勢或いは除去姿勢とした後は、発射制御装置５１は、第
一実施形態と同様にして、予め定められた期間の経過後に送出部材３３が保持姿勢に戻る
ように送球用ソレノイド３２を作動させる。
【００８７】
　なお、磁気センサ３５ａに替えて、送出部材３５に重量センサを設け、保持部３５ｂに
保持された遊技球８の重量が予め定められた値とは異なる場合には、不正遊技球８ａとみ
なして発射制御装置５１に検出信号を出力するという構成にしても良い。
【００８８】
　［効果］
　第一実施形態のパチンコ機１によれば、球送り装置３０により発射直前の遊技球８に対
し不正遊技球８ａか否かの判定が行われるため、パチンコ機１のどのような場所から不正
遊技球８ａが混入された場合であっても、不正遊技球８ａを確実に検出することができる
。そして、検出された不正遊技球８ａは、収容部３４に収容されて隔離された状態となり
、不正遊技球８ａを用いること無く遊技を継続することができる。
【００８９】
　したがって、稼働率の低下や、パチンコ店の従業員の作業負担の増加を防ぎつつ、磁石
等を用いたゴト行為を確実に防止することが可能となる。
　［第二実施形態］
　次に、第二実施形態のパチンコ機について説明する。
【００９０】
　第二実施形態のパチンコ機１もまた、第一実施形態と同様の全体構成を有し、非磁性体
の正規遊技球８ｂが封入された封入式のパチンコ機として構成され、磁性体の不正遊技球
８ａを除去する除去機能を有している。
【００９１】
　しかし、第一実施形態では、球送り装置３０の送出部材３３により除去機能を実現する
のに対し、第二実施形態では、遊技領域に発射された遊技球８を回収して発射制御装置５
１まで誘導する誘導経路４０上に設けられた除去区間により、不正遊技球８ａを取り除く
構成となっている。
【００９２】
　以下では、第二実施形態のパチンコ機１の除去機能について、第一実施形態との相違点
を中心に説明する。
　［構成の説明］
　（１）電気的構成について
　図６に記載されているように、第二実施形態のパチンコ機１は、第一実施形態とほぼ同
様の電気的構成を有しているが、発射制御装置５１等の構成が相違している。
【００９３】
　すなわち、第二実施形態のパチンコ機１には、除去区間にて検出された不正遊技球８ａ
を収容部に搬送する無端ベルト等から構成される搬送装置５６が設けられており、この搬
送装置５６は、発射制御装置５１により制御される（詳細については後述する）。
【００９４】
　また、誘導経路４０を流下した遊技球８を一つずつ発射位置５１ｂにセットする球送り
装置３０として、除去機能を有さない周知のものが用いられているという点で第一実施形
態と相違する。
【００９５】
　（２）除去区間について
　次に、不正遊技球８ａを取り除くための除去区間の構成について説明する。
　図７（ａ）に記載の説明図は、パチンコ機１の正面側から見た除去区間４１の内部構成
を模式的に示している。図７（ａ）に記載されているように、誘導経路４０の終端部分は
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、傾斜を有し、正規遊技球８ｂを球送り装置３０に誘導すると共に、不正遊技球８ａを収
容部４５に誘導する除去区間４１として構成されている。なお、この除去区間４１は、パ
チンコ機１の正面側から見て左側から右側への下り傾斜を有している。
【００９６】
　この除去区間４１は、上流側区間４１ａと下流側区間４１ｂから構成されており、一例
として１５ｍｍ程度の略一定の幅（正規遊技球８ｂの直径（一例として１１ｍｍ）よりも
やや広い幅）を有していると共に、天井部４３と床部４２には異なる角度の傾斜が形成さ
れており、終端に近づくにつれ、天井部４３と床部４２の間隔が徐々に広がる構成になっ
ている。
【００９７】
　また、上流側区間４１ａは、天井部４３に当該区間に沿って磁石４３ａが列設されてお
り、除去区間４１に到達した不正遊技球８ａを天井部４３に付着させると共に、除去区間
４１に到達した正規遊技球８ｂについては、床部４２を流下させるよう構成されている。
【００９８】
　また、天井部４３と床部４２の間隔は、上流側区間４１ａの始端では一例として１５ｍ
ｍ程度であると共に、終端付近では一例として２０ｍｍ程度となっており、該間隔が正規
遊技球８ｂの直径の２倍以下となるよう調整されている。
【００９９】
　換言すれば、不正遊技球８ａの大きさが正規遊技球８ｂと同程度であると想定し、上流
側区間４１ａの始端から終端の手前までにおいて、天井部４３に付着した不正遊技球８ａ
と、床部４２を流下する正規遊技球８ｂとが略一列をなすよう、該間隔が調整されている
。
【０１００】
　このため、上流側区間４１ａでは、天井部４３に付着した不正遊技球８ａは、床部４２
を流下する正規遊技球８ｂとの衝突により押し出されるように流下する。
　一方、下流側区間４１ｂは、床部４２が球送り装置３０の入口３６に繋がっていると共
に、球送り装置３０の下流側に隣接して収容部４５が設けられており、収容部４５には、
天井部４３に対面するように入口４５ａが形成されている。なお、下流側区間４１ｂでは
、天井部４３と床部４２の間隔は、始端では一例として２２ｍｍ程度となっており、下流
側に向かうにつれ、該間隔が徐々に広がる。
【０１０１】
　また、下流側区間４１ｂの付近には、天井部４３に付着した不正遊技球８ａを収容部４
５に誘導する搬送装置５６が設けられており、この搬送装置５６には、長手方向に沿って
並んだ状態で磁石が内蔵され、不正遊技球８ａを外側面に付着可能に構成された無端ベル
ト５６ａが設けられている。そして、この無端ベルト５６ａは、下流側区間４１ｂに沿っ
て配されており、下流側区間４１ｂの始端付近から終端にかけての天井部４３は、この無
端ベルト５６ａの外側面により構成される。
【０１０２】
　また、この搬送装置５６は、発射制御装置５１により制御されており、遊技中は無端ベ
ルト５６ａが張設されたプーリがモータにより駆動され、無端ベルト５６ａは、天井部４
３をなす外側面が遊技球の流下方向に向かうように回動する。
【０１０３】
　さらに、収容部４５の入口４５ａに対面する位置に、無端ベルト５６ａの外側面に沿う
ように、矩形の板状の剥離部材４４が配されており、この剥離部材４４は、楔状に形成さ
れ、厚さ方向の断面は略二等辺三角形をなしている。そして、剥離部材４４は、該三角形
の頂角をなす縁部（刃状に形成された部分）が上流側に対向した状態で配されおり、無端
ベルト５６ａの外側面に付着した不正遊技球８ａは、剥離部材４４の配置位置に到達する
と刃状に形成された部分に当接し、外側面から剥離される。
【０１０４】
　このため、上流側区間４１ａで天井部４３に付着した不正遊技球８ａは、床部４２を流
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下する正規遊技球８ｂに押し出されるように下流側区間４１ｂに到達し、その後、無端ベ
ルト５６ａの外側面に付着する。そして、外側面に付着した不正遊技球８ａは、無端ベル
ト５６ａの回動により下流側に搬送され、その後、剥離部材４４により外側面から剥離さ
れて収容部４５の入口４５ａに落下し、遊技に用いられることの無い状態で収容部４５に
収容される。
【０１０５】
　これに対し、上流側区間４１ａの床部４２を流下して下流側区間４１ｂに到達した正規
遊技球８ｂは、天井部４３（無端ベルト５６ａ）に付着した不正遊技球８ａに接触するこ
となく下流側区間４１ｂを流下して球送り装置３０の入口３６に到達し、球送り装置３０
に供給される。そして、球送り装置３０は、周知のものと同様、供給された正規遊技球８
ｂを一つずつ発射位置５１ｂにセットする。
【０１０６】
　また、パチンコ機１が正常に稼動している場合であれば、除去区間４１には常に遊技球
８が溜まった状態となっており、発射制御装置５１は、第一実施形態と同様、遊技球８の
発射が可能な状態である場合に、発射ハンドル１４からの回動量信号に応じて、発射用ソ
レノイド５１ｄと送球用ソレノイド３２を交互に作動させる。
【０１０７】
　このため、発射位置５１ｂにセットされた正規遊技球８ｂが打球される度に、球送り装
置３０に供給された正規遊技球８ｂが発射位置５１ｂにセットされ、正規遊技球８ｂが遊
技領域に連続的に発射される。
【０１０８】
　また、不正遊技球８ａが天井部４３に付着した場合であっても、発射制御装置５１は、
遊技球８の発射が可能な状態である場合には、回動量信号に応じて発射用ソレノイド５１
ｄと送球用ソレノイド３２の制御を継続して行う。このため、不正遊技球８ａが混入され
た場合であっても、不正遊技球８ａを取り除きつつ正規遊技球８ｂのみが連続的に発射さ
れ、遊技が継続される。
【０１０９】
　なお、無端ベルト５６ａが配される区間（搬送区間）であるが、上流側区間４１ａの天
井部４３に付着して流下し、下流側区間４１ｂに到達した不正遊技球８ａがその勢いのみ
で始端に到達可能となる位置に搬送区間を配置することが望ましい。このため、上流側区
間４１ａの傾き等に応じて搬送区間の配置を定めることが考えられる。
【０１１０】
　しかしながら、これに限定されることは無く、始点が上流側区間４１ａに位置するよう
に搬送区間を配置しても良い。このような場合であっても、不正遊技球８ａを収容部４５
に収容することができる。
【０１１１】
　また、搬送区間を、下流側区間４１ｂに到達した不正遊技球８ａが、その勢いのみでは
始端に到達することが困難な位置に配置しても良い。このような場合であっても、不正遊
技球８ａは下流側区間４１ｂの天井部４３に付着された状態で保持されると共に、新たな
不正遊技球８ａが検出され、下流側区間４１ｂの天井部４３に付着することで、押し出さ
れるように搬送区間に到達すると考えられ、これにより、不正遊技球８ａを収容部４５に
収容することができる。
【０１１２】
　［変形例］
　なお、第二実施形態における除去区間４１は、終端に近づくにつれ、天井部４３と床部
４２の間隔が徐々に広がる構成になっているが、除去区間４１の床部４２を次のように構
成しても良い。
【０１１３】
　図７（ｂ）に記載の説明図は、パチンコ機１の正面側から見た変形例の除去区間４１の
内部構成を模式的に示している。図７（ｂ）に記載されているように、上流側区間４１ａ
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では、天井部４３と床部４２との間隔を、正規遊技球８ｂの直径の２倍よりも短い一定の
長さ（一例として１５ｍｍ程度）としても良い。また、上流側区間４１ａと下流側区間４
１ｂの境界部分に段差を設け、下流側区間４１ｂでは、天井部４３と床部４２との間隔が
、正規遊技球８ｂの直径の２倍よりも長い一定の長さ（一例として２５ｍｍ程度）として
も良い。
【０１１４】
　このような構成を有する場合であっても、上流側区間４１ａでは、不正遊技球８ａは天
井部４３に付着し、床部４２を流下する正規遊技球８ｂとの衝突により押し出されるよう
に流下する。
【０１１５】
　そして、下流側区間４１ｂに到達した後、無端ベルト５６ａの外側面に付着すると共に
、無端ベルト５６ａの回動により下流側に搬送され、その後、剥離部材４４により外側面
から剥離されて収容部４５の入口４５ａに落下する。
【０１１６】
　これに対し、上流側区間４１ａの床部４２を流下して下流側区間４１ｂに到達した正規
遊技球８ｂは、天井部４３や無端ベルト５６ａに付着した不正遊技球８ａに接触すること
なく下流側区間４１ｂを流下して球送り装置３０の入口３６に到達し、球送り装置３０に
供給される。
【０１１７】
　このため、天井部４３と床部４２の間隔が徐々に広がる構成とした場合と同様に、不正
遊技球８ａを収容部４５に収容することができる。
　［効果］
　第二実施形態のパチンコ機１によれば、除去区間４１では、正規遊技球８ｂの球送り装
置３０への誘導を遮ること無く不正遊技球８ａが取り除かれ、収容部４５に収容されるた
め、遊技を継続しながら不正遊技球８ａを取り除くことができる。
【０１１８】
　したがって、稼働率の低下や、パチンコ店の従業員の作業負担の増加を防ぎつつ、磁石
等を用いたゴト行為を防止することが可能となる。
　［第三実施形態］
　次に、第三実施形態のパチンコ機について説明する。
【０１１９】
　第三実施形態のパチンコ機１もまた、第二実施形態と同様の全体構成、電気的構成を有
しており、誘導経路４０上に設けられた除去区間により不正遊技球を取り除く構成となっ
ているが、除去区間の構成が異なっている。
【０１２０】
　以下では、第三実施形態の除去区間の構成について、第二実施形態との相違点を中心に
説明する。
　［構成の説明］
　図８（ａ）の説明図は、第三実施形態の除去区間７０を側方から見た様子を模式的に示
していると共に、図８（ｂ）の説明図は、上方から見た除去区間７０の内部構成を模式的
に示している。
【０１２１】
　図８（ａ），（ｂ）に記載されているように、誘導経路４０の終端部分は、傾斜を有し
、正規遊技球８ｂを球送り装置３０に誘導すると共に、不正遊技球８ａを収容部４５に誘
導する除去区間７０として構成されている。なお、この除去区間７０は、パチンコ機１の
正面側から見て左側から右側への下り傾斜を有している。
【０１２２】
　この除去区間７０は、上流側区間７０ａと下流側区間７０ｂから構成されており、一例
として、正規遊技球の直径よりもやや高い１５ｍｍ程度の略一定の高さを有している。
　また、図８（ｃ）～（ｅ）は、図８（ｂ）のＡ～Ｃ地点における除去区間７０の断面を



(16) JP 6298966 B2 2018.3.28

10

20

30

40

50

模式的に示している。図８（ｂ）～（ｅ）に記載されているように、この除去区間７０の
床部７４は、上側壁部７１から下側壁部７２に向かって下り傾斜が形成されていると共に
、終端に近づくにつれ、上側壁部７１と下側壁部７２の間隔（除去区間７０の幅）が徐々
に広がる構成となっている。なお、上側壁部７１と下側壁部７２の間隔は、一例として、
図７（ｂ）におけるＡ地点では１５ｍｍ、Ｂ地点では１８ｍｍ、Ｃ地点では３０ｍｍ程度
となっている。
【０１２３】
　また、上流側区間７０ａは、上側壁部７１に沿って磁石７１ａが列設されており、除去
区間７０に到達した不正遊技球８ａを上側壁部７１に付着させると共に、除去区間７０に
到達した正規遊技球８ｂは下側壁部７２に沿って流下させるよう構成されている。
【０１２４】
　また、上側壁部７１と下側壁部７２の間隔は、上流側区間７０ａの始端では一例として
１５ｍｍ程度であると共に、終端付近では一例として２０ｍｍ程度となっており、該間隔
が正規遊技球８ｂの直径の２倍以下となるよう調整されている。
【０１２５】
　換言すれば、不正遊技球８ａの大きさが正規遊技球８ｂと同程度であると想定し、上流
側区間７０ａの始端から終端の手前までにおいて、上側壁部７１に付着した不正遊技球８
ａと、下側壁部７２に沿って流下する正規遊技球８ｂとが略一列をなすよう、該間隔が調
整されている。
【０１２６】
　このため、上流側区間７０ａでは、上側壁部７１に付着した不正遊技球８ａは、下側壁
部７２に沿って流下する正規遊技球８ｂとの衝突により押し出されるように流下する。
　一方、下流側区間７０ｂの終端には、球送り装置３０の入口３６と、収容部４５の入口
４５ａが、幅方向に沿って並んで配されており、球送り装置３０の入口３６は下側壁部７
２側（パチンコ機１の正面から見て奥側）に、収容部４５の入口４５ａは上側壁部７１側
（パチンコ機１の正面から見て手前側）に配される。また、これらの入口は、壁部７３に
より仕切られており、下流側区間７０ｂは、これらの入口の配置位置の手前で該壁部７３
により二手に分かれる。なお、下流側区間７０ｂでは、上側壁部７１と下側壁部７２の間
隔は、始端では一例として２２ｍｍ程度となっていると共に、下流側に向かうにつれ該間
隔が徐々に広がり、終端付近では、一例として３０ｍｍ程度となっている。
【０１２７】
　また、下流側区間７０ｂの付近には、上側壁部７１に付着した不正遊技球８ａを収容部
４５に誘導する搬送装置５６が設けられている。この搬送装置５６には、第二実施形態と
同様の構成を有しており、この無端ベルト５６ａは、下流側区間７０ｂに沿って配され、
下流側区間７０ｂの始端付近から終端にかけての上側壁部７１は、この無端ベルト５６ａ
の外側面により構成される。
【０１２８】
　また、この搬送装置５６は、第二実施形態と同様、遊技中は無端ベルト５６ａが張設さ
れたプーリがモータにより駆動され、無端ベルト５６ａは、上側壁部７１をなす外側面が
遊技球の流下方向に向かうように回動する。
【０１２９】
　さらに、収容部４５の入口４５ａに対面する位置に、無端ベルト５６ａの外側面に沿う
ように、第二実施形態と同様の剥離部材４４が配されている。この剥離部材４４は、第二
実施形態と同様、刃状に形成された部分が上流側に対向した状態で配されおり、外側面に
付着した不正遊技球８ａは、剥離部材４４の配置位置に到達すると刃状に形成された部分
に当接し、外側面から剥離される。
【０１３０】
　このため、上流側区間７０ａで上側壁部７１に付着した不正遊技球８ａは、下側壁部７
２を流下する正規遊技球８ｂに押し出されるように下流側区間７０ｂに到達し、その後、
無端ベルト５６ａの外側面に付着する。そして、外側面に付着した不正遊技球８ａは、無
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端ベルト５６ａの回動により下流側に搬送され、その後、剥離部材４４により外側面から
剥離されて収容部４５の入口４５ａに落下し、遊技に用いられることの無い状態で収容部
４５に収容される。
【０１３１】
　これに対し、上流側区間７０ａの上側壁部７１に沿って流下して下流側区間７０ｂに到
達した正規遊技球８ｂは、上側壁部７１（無端ベルト５６ａ）に付着した不正遊技球８ａ
に接触することなく下流側区間７０ｂを流下して球送り装置３０の入口３６に到達し、球
送り装置３０に供給される。そして、球送り装置３０は、周知のものと同様、供給された
正規遊技球８ｂを一つずつ発射位置にセットする。
【０１３２】
　また、第二実施形態と同様、パチンコ機１が正常に稼動している場合であれば、除去区
間７０には常に遊技球が溜まった状態となっており、発射制御装置５１は、遊技球の発射
が可能な状態である場合に、発射ハンドル１４からの回動量信号に応じて、発射用ソレノ
イド５１ｄと送球用ソレノイド３２を交互に作動させる。
【０１３３】
　このため、遊技球８が打球される度に、球送り装置３０に供給された正規遊技球８ｂが
発射位置にセットされ、正規遊技球８ｂが遊技領域に連続的に発射される。
　また、不正遊技球８ａが上側壁部７１に付着した場合であっても、発射制御装置５１は
、遊技球の発射が可能な状態である場合には、回動量信号に応じて発射用ソレノイド５１
ｄと送球用ソレノイド３２の制御を継続して行う。このため、不正遊技球８ａが混入され
た場合であっても、不正遊技球８ａを取り除きつつ正規遊技球８ｂのみが連続的に発射さ
れ、遊技が継続される。
【０１３４】
　なお、無端ベルト５６ａが配される区間（搬送区間）であるが、上流側区間７０ａの上
側壁部７１に付着して流下し、下流側区間７０ｂに到達した不正遊技球８ａが、その勢い
のみで始端に到達可能となる位置に搬送区間を配置することが望ましい。このため、上流
側区間７０ａの傾き等に応じて搬送区間の配置を定めることが考えられる。
【０１３５】
　しかしながら、これに限定されることは無く、始点が上流側区間７０ａに位置するよう
に搬送区間を配置しても良い。このような場合であっても、不正遊技球８ａを収容部４５
に収容することができる。
【０１３６】
　また、搬送区間を、下流側区間７０ｂに到達した不正遊技球８ａが、その勢いのみでは
始端に到達することが困難な位置に配置しても良い。このような場合であっても、不正遊
技球８ａは下流側区間７０ｂの上側壁部７１に付着された状態で保持されると共に、新た
な不正遊技球８ａが検出され、下流側区間７０ｂの上側壁部７１に付着することで、押し
出されるように搬送区間に到達すると考えられ、これにより、不正遊技球８ａを収容部４
５に収容することができる。
【０１３７】
　［変形例］
　なお、第三実施形態における除去区間７０は、終端に近づくにつれ、上側壁部７１と下
側壁部７２の間隔が徐々に広がる構成になっているが、除去区間７０の下側壁部７２を次
のように構成しても良い。
【０１３８】
　図９（ａ）に記載の説明図は、上方から見た変形例の除去区間７０の内部構成を模式的
に示している。図９（ａ）に記載されているように、上流側区間７０ａでは、上側壁部７
１と下側壁部７２との間隔を、正規遊技球８ｂの直径の２倍よりも短い一定の長さ（一例
として１５ｍｍ程度）としても良い。また、上流側区間７０ａと下流側区間７０ｂの境界
に段差を設け、下流側区間７０ｂでは、上側壁部７１と下側壁部７２との間隔を、正規遊
技球８ｂの直径の２倍よりも長い一定の長さ（一例として２５ｍｍ程度）としても良い。
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なお、図９（ｂ），（ｃ）は、図９（ａ）のＡ，Ｂ地点における除去区間７０の断面を模
式的に示している。
【０１３９】
　このような構成を有する場合であっても、上流側区間７０ａでは、不正遊技球８ａは、
上側壁部７１に付着すると共に、下側壁部７２に沿って流下する正規遊技球８ｂとの衝突
により押し出されるように流下する。
【０１４０】
　そして、下流側区間７０ｂに到達した後、無端ベルト５６ａの外側面に付着すると共に
、無端ベルト５６ａの回動により下流側に搬送され、その後、剥離部材４４により外側面
から剥離されて収容部４５の入口４５ａに落下する。
【０１４１】
　これに対し、上流側区間７０ａの下側壁部７２に沿って流下して下流側区間７０ｂに到
達した正規遊技球８ｂは、天井部４３や無端ベルト５６ａに付着した不正遊技球８ａに接
触することなく下流側区間７０ｂを流下して球送り装置３０の入口３６に到達し、球送り
装置３０に供給される。
【０１４２】
　このため、上側壁部７１と下側壁部７２の間隔が徐々に広がる構成とした場合と同様に
、不正遊技球８ａを収容部４５に収容することができる。
　［効果］
　第三実施形態のパチンコ機１によれば、除去区間７０では、正規遊技球８ｂの球送り装
置３０への誘導を遮ること無く不正遊技球８ａが取り除かれ、収容部４５に収容されるた
め、遊技を継続しながら不正遊技球８ａを取り除くことができる。
【０１４３】
　したがって、稼働率の低下や、パチンコ店の従業員の作業負担の増加を防ぎつつ、磁石
等を用いたゴト行為を防止することが可能となる。
　［他の実施形態］
　（１）第一～第三実施形態のパチンコ機１は、封入式として構成されているが、非封入
式のパチンコ機として構成されていても良い。このような場合であっても、同様の効果を
得ることができる。
【０１４４】
　（２）また、第一～第三実施形態では、発射制御装置５１にＣＰＵを設け、発射制御装
置５１にて発射用ソレノイド５１ｄ，球送り装置３０，搬送装置５６等を制御する構成と
なっているが、主制御装置５０にて発射用ソレノイド５１ｄ等を制御する構成としても良
い。このような場合であっても、同様の効果を得ることができる。
【０１４５】
　（３）また、第二，第三実施形態のパチンコ機１では、下流側区間に到達した不正遊技
球８ａを搬送装置５６により搬送し、収容部４５に収容する構成となっている。しかしな
がら、搬送装置５６を設けず、下流側区間に到達した不正遊技球８ａを天井部４３、或い
は上側壁部７１に付着した状態で保持するという構成にしても良い。このような場合であ
っても、不正遊技球８ａを隔離し、遊技に用いられない状態で保持することができるため
、同様の効果を得ることができる。
【０１４６】
　（４）また、第二，第三実施形態のパチンコ機１では、搬送装置５６の無端ベルト５６
ａの外周面に付着した不正遊技球８ａを剥離部材４４により剥離させ、入口４５ａから収
容部４５に収容する構成となっている。
【０１４７】
　しかしながら、剥離部材４４を設けることに替えて、無端ベルト５６ａの外側面を、正
規遊技球８ｂの直径程度の長さを有し、長手方向に一列に並ぶ複数のエリアに分割すると
共に、各エリアに電磁石を内蔵し、これらの電磁石を個別にオン／オフ可能に構成しても
良い。
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【０１４８】
　そして、各エリアが無端ベルト５６ａの上流側の端部に達した際に、内蔵された電磁石
をオンすると共に、該エリアが収容部４５の入口４５ａに到達した際に、内蔵された電磁
石をオフすることで、無端ベルト５６ａの外側面に付着した不正遊技球８ａを剥離させ、
入口４５ａから収容部４５に収容する構成としても良い。
【０１４９】
　このような場合であっても、同様の効果を得ることができる。
　（５）また、第一～第三実施形態のパチンコ機１において、重量センサ等を用いて収容
部にどの程度の不正遊技球８ａが収容されたかを検出し、収容部に収容されている不正遊
技球８ａが一定の量を超えた場合には、台管理装置２００に通知する等の方法により警告
を発しても良い。
【０１５０】
　こうすることにより、不正遊技球８ａが収容部から溢れ、パチンコ機１内部で遊技球が
詰まってしまうことを防ぐことができ、パチンコ機１の故障等のトラブルを未然に防ぐこ
とができる。このため、収容部から不正遊技球８ａを取り除くため、パチンコ機１の稼動
を一時的に停止させることが必要になるとはいえ、結果的に従業員の作業負担を軽減させ
ることができる。
【０１５１】
　（６）また、第二実施形態のパチンコ機１において、除去区間４１の上流側区間４１ａ
における天井部４３と床部４２との間隔は、床部４２を流下する不正遊技球８ａが、磁石
４３ａにより天井部４３に吸着可能となるように調整されていれば良く、この間隔は、磁
石４３ａの磁力に応じて適宜変更可能となっている。
【０１５２】
　また、第三実施形態のパチンコ機１においても、除去区間７０の上流側区間７０ａにお
ける上側壁部７１と下側壁部７２との間隔は、下側壁部７２に接した状態で流下する不正
遊技球８ａが、磁石７１ａにより上側壁部７１に吸着可能となるように調整されていれば
良く、この間隔は、磁石７１ａの磁力に応じて適宜変更可能となっている。
【０１５３】
　［特許請求の範囲との対応］
　上記実施形態の説明で用いた用語と、特許請求の範囲の記載に用いた用語との対応を示
す。
【０１５４】
　第二実施形態におけるパチンコ機１が弾球遊技機に、誘導経路４０が誘導手段に相当す
る。
　また、第二実施形態における除去経路の上流側区間が検出手段に、下流側区間が除去手
段に相当し、搬送装置５６が搬送手段に、剥離部材４４が剥離手段に相当する。
【符号の説明】
【０１５５】
　１…パチンコ機、２…外枠、３…内枠、４…前枠、５…ヒンジ、６…板ガラス、７…遊
技盤、８…遊技球、８ａ…不正遊技球、８ｂ…正規遊技球、１１…スピーカ、１２…遊技
ボタン、１３ａ…引落ボタン、１３ｂ…返却ボタン、１３ｃ…表示部、１４…発射ハンド
ル、１４ａ…発射停止ＳＷ、１４ｂ…タッチＳＷ、１４ｂ…第１特図始動ＳＷ、２０ａ…
第１特図始動ＳＷ、２０ｂ…第２特図始動ＳＷ、２１…普通図柄作動ＳＷ、２２…カウン
トＳＷ、２３…一般入賞口ＳＷ、２４…大入賞口ソレノイド、２５…普通電役ソレノイド
、２６ａ…第１特図表示装置、２６ｂ…第２特図表示装置、２７ａ…第１特図保留数表示
装置、２７ｂ…第２特図保留数表示装置、２８ａ…普通図柄表示装置、２８ｂ…普図保留
数表示装置、３０…球送り装置、３１…経路、３１ａ…送出口、３１ｂ…収容口、３２…
送球用ソレノイド、３３…送出部材、３３ａ…磁気センサ、３３ｂ…凹部、３４…収容部
、３５…送出部材、３５ａ…磁気センサ、３５ｂ…保持部、４０…誘導経路、４１…除去
区間、４１ａ…上流側区間、４１ｂ…下流側区間、４２…床部、４３…天井部、４３ａ…
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磁石、４４…剥離部材、４５…収容部、５０…主制御装置、５１…発射制御装置、５１ａ
…発射槌、５１ｂ…発射位置、５１ｃ…発射レール、５１ｄ…発射用ソレノイド、５２…
サブ統合装置、５４ａ…演出図柄制御装置、５４ｂ…演出図柄表示装置、５５…発射装置
、５６…搬送装置、５６ａ…無端ベルト、６０…ＩＣカード中継基板、６１…外部接続端
子板、６２…図柄表示装置中継端子板、７０…除去区間、７０ａ…上流側区間、７０ｂ…
下流側区間、７１…上側壁部、７２…下側壁部、７３…壁部、７４…床部、１００…ＩＣ
カード処理装置、１１０…カード挿入・排出口、１２０…利用可ランプ、１２１…カード
挿入ランプ、１２２…引落額表示ランプ、１２３…引落額切替スイッチ、１３０…カード
排出口、１４０…紙幣投入口、１５０…カード投入口。
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